
1．はじめに

奈良文化財研究所平城宮跡資料館は、発掘調査の
成果をもとに平城宮・京跡について解説する展示公
開施設である。年に、3 ～ 4 回程度の企画展を開催
し、企画展ごとに研究員によるギャラリートークを
実施している。

しかし、新型コロナウイルス感染症の流行によ
り、政府から2020年2月26日に国立の博物館・美術
館に対して休館要請が発出され、開催中の企画展は
中止、資料館は暫くの間休館することとなった。そ
の後、国立以外の博物館も休館措置を取り始めた。
そこで、全国の博物館はオンラインコンテンツを用
いた情報発信を精力的におこない、平城宮跡資料館
でもその活動を展開することとなり、今に至る。

本稿では、コロナ禍における動画を活用した平城
宮跡資料館の取り組みを報告する。

2．展示と動画

（1）動画の公開
平城宮跡資料館は、緊急事態宣言解除後の 6 月 2

日に様々な制約のもと再開した。再開後まもなくの
6 月 16 日より奈良時代の疫病に関するミニ企画展を
開催したが、来館を誘発するような告知はできず、
来館者数も 6 月は前年度の約 3 分の 1 と伸び悩んだ。
さらにコロナ対策も万全でないなか、イベントを開
催することも叶わない。企画展ごとに実施する研究

員によるギャラリートークは、来館者が展示への理
解を深める点でも重要であり、普段接する機会のな
い研究員との交流を楽しみにしている来館者も多
い。そこで、ギャラリートークの代替措置として、
動画共有サイト「YouTube」での動画配信を実施す
ることにした。

公式 YouTube「なぶんけんチャンネル」を開設
し、8月7日に1本目の動画「古代のいのり－疫病退
散－」を公開すると、数日のうちに視聴回数は1000
回を超えた。これは予想をはるかに上回る結果であ
り、「奈良時代の疫病」という時期に則したテーマ
だったことが要因と考えられた。視聴回数が伸びた
のは最初の 1 週間程度であるが、その後も微増して
いる。これはやはり、動画の公開日に関わらず、視
聴者の興味関心を惹く内容だったことによるもので
あろう。
（2）動画制作に関する留意点

2021 年 11 月末時点で、平城宮跡資料館に関する
動画は10本が公開されている。そのほとんどの動画
の視聴回数は 1000 回を超えている。文化財動画は
視聴者層が限られるためか、なかなか再生回数が伸
びにくい傾向にあるように感じる。そういったなか
で、より視聴者の目を惹き、魅力的に感じてもらう
ため、動画を制作する際に心がけるべき点があるよ
うに思う。以下にそれを列挙する。

まず一つ目はその内容。平城宮跡資料館で制作す
る動画は、その時点で開催している企画展に関する
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ものがほとんどである。しかし、企画展の開催期間
は平城宮跡資料館の場合、長くて 2 か月ほどしかな
く、動画も会期が始まってからの制作となるため、
実際に企画展開催時期と動画の公開時期が重なるの
は 1 か月半程度と短いものになってしまう。そのた
め、企画展が終了した後に視聴する場合や、実際に
来館しないまま視聴する場合であっても理解できる
内容となるよう留意している。二つ目は動画の時
間。視聴者を飽きさせず、最後まで視聴できる 5 ～
10分程度を目安としている。平城宮跡資料館の動画
における視聴時間の平均は約 3 分であるため、視聴
者の集中力が続く時間を 5 分と想定し、どれ程長く
ても 10 分程度とすることを心がけている。三つ目
はサムネイル。どれほど内容に趣向を凝らしても視
聴してもらえないと意味がない。視聴者に「この動
画を見てみたい」と興味関心を持たせるには、最初
に目にうつるサムネイルの工夫が効果的である。ま
ず、人物を登場させること、次に人の目を惹くよう
に色味を鮮やかにすること、最後に文字のフォント
と大きさである。フォントは読みやすいゴシック体
か明朝体を使用している。YouTubeの視聴者はパソ
コンの他、スマートフォンで視聴することが多い。
そのため、サムネイル内の文字はスマートフォンの
画面でも十分に読み取れる大きさにする。

この 3 点を十分に考慮して制作された動画はどれ
も再生回数が伸びていることが分かった。図 1 は、
チャンネル開設時から 2021 年 11 月末までの間によ
く視聴されていた動画である。上位 10 本のうち、5
本が展示解説であり、なおかつ昨年度のもの。これ
は人々の興味・関心を惹くテーマと内容であったと
ともに、サムネイルも研究員を登場させたインパク
トのあるものだったことに起因すると考えられる。
（3）動画の視聴者層

2021 年 11 月 30 日時点でチャンネル登録者数は約
1800 人である。そのうち年齢層と男女比は図 2 の通
り、65歳以上の視聴者が圧倒的に多く、そのなかで
も女性より男性が視聴していることが分かる。これ
は平城宮跡資料館の利用者と同程度の割合である。

文化財関連の動画は近寄りがたく、視聴者層はど
うしても従来の博物館利用者等に限られてしまう。
また、このコロナ禍で全国の博物館がオンラインコ
ンテンツ事業に参入したために同じような動画が溢
れかえっており、そのなかに埋もれてしまう。

奈文研ではコアな層を意識した動画が多いが、他
機関では子ども向けのワークショップの動画やより
内容を簡略化した解説動画を制作している。新たな
層にも関心を持ってもらうためには、単に動画を撮
るのではなく、各視聴者層に合わせた動画制作が必

図1　�視聴回数上位10本の動画内訳（2020/8/7～ 2021/ 
11/30）

図2　�年齢と性別ごとの視聴者（2020/8/7～2021/11/30）
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要なのである。
（4）動画の効果

動画には利点もあれば欠点もある。まず、欠点と
して動画は視聴者が一方的に情報を受け取るしかで
きず質問ができない。さらには、写真や動画で展示
などを紹介するだけで終わることが多く、博物館の
役割を全うできているのか疑問な点もある。利点と
しては、動画は視聴する時間や場所を気にする必要
がなく、さらには基本的に視聴者は皆平等に同じ体
験ができるということである。例えば、ギャラリー
トークやワークショップ等を行った場合、人数次第
で参加者に対して十分な対応ができないことがあ
る。その点、動画では人数も時間も気にすることな
く、さらには皆同じ目線で視聴することができるの
である。

また制作側にとっては、動画にすることで、限ら
れた時間のなかで伝えたいことをより短く効果的に
伝える工夫が生まれ、リアルでのギャラリートーク
より内容が濃くなる場合がある。

平城宮跡資料館では来館者アンケートを実施して
おり、動画について「展示を見た後になぶんけん
チャンネルの存在を知って解説動画を見てみたら、
実物を確かめるために再度展示を見に行きたくなっ
た」というご意見を頂いた。動画視聴が来館に一定
の効果を果たしていることが示唆される。展示を見
たあとに動画を見ることで展示内容について復習が
でき、理解をより深めることができる。反対に、展
示を見る前に予め動画を見ることは展示内容の予習

となり、疑問点を持ちながら展示を見ることでより
深い理解に至る可能性もある。このように文化財動
画は様々な局面で展示の理解の助けとなる可能性を
秘めているともいえよう。

3．おわりに

実物を目にした感動に対して動画がリアルに勝る
ことはないだろう。しかし、文化財動画をはじめと
するオンラインコンテンツの導入は従来の利用者以
外に偶発的な利用者（視聴者）を生み、ひいては資料
館の利用者層の拡充につながることも期待できる。

2020年時とは状況も変化し、新型コロナウイルス
感染症との付き合い方も分かってきた現状ではリア
ルなイベントも徐々に再開し始めている。しかし、
オンラインを利用した活動は「with コロナ」時代
のなかで定着していくであろう。そのようななかで
動画との向き合い方を考えなくてはならない段階と
なっている。リアルで経験できることを単に動画に
するのではなく、相互に補助するようなもの、ある
いはリアルではできないような経験ができるものを
制作していく必要があり、その取り組みをこれまで
以上に追求していかなければならないと考えるので
ある。

【参考資料】
奈良文化財研究所公式YouTube「なぶんけんチャンネル」

	 https://www.youtube.com/channel/UCYmEE8cz 

VlkvkX8DrV9NuIw/videos
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